
12:00 13:00 13:40 14:00 14:10 （14：00頃から） 14:20 14:40 14:50 15:00 16:00 17:00

区・災害対策本部 新宿区

大学本部へ状況報告

15:3013:35 14:3013:50 13:55

指定避難所へ避難誘導

13:30

10月22日地震防災訓練全体概要

発災対応・情報収集の指示 被災状況等・発災対応訓練状況の把握

全体統括

リーダー 教員 1名 最終確認、避難・傷病者搬送指示
大学本部へ状況報告
（記録用紙）

記録 事務室職員 1名 学生名簿の持ち出し準備

発災対応 教員 1名 状況報告、避難・傷病者搬送指示

情報収集 教員 1名 被災状況・非常階段内・非常電話脱落・発災対応訓練の情報収集 状況報告 状況報告

教員・学生 研究室、実験室等安全確認 避難・傷病者搬送準備 安否確認 訓練会場へ移動

リーダー 職員 1名 最終確認、避難・傷病者搬送指示
大学本部へ状況報告
（記録用紙）

ア
ン
ケ
ー
ト

被災状況、対応状況の記録（記録用紙）

指定避難所へ避難誘導
　機械系・GE学部→5階
　化学系→6階
　電気系・情報学部→7階
　建築系→8階

傷病者の搬送
　各フロア→1階・1次ﾄﾘｱｰｼﾞﾎﾟｽﾄ

指定避難所へ避難

指定避難所へ避難誘導
機械系・GE学部→5階

被災情報・安否情報の整理
（記録用紙）

指定避難所で安否確認
（学生名簿）
（情報学部1年生はICカード）（予定）

被災情報・安否情報の整理

各訓練会場へ誘導

　
　
非
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情
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通常業務

新宿校舎
各学科系列研究室階

学科事務室参集
参集状況確認
不在時は代行者決定 発災対応訓練の指示、支援

発災対応・情報収集の指示、職員安否確認情報・被災状況等・発災対応訓練状況の把握
緊急通報（火災、重症者）（無線機・IP電話・緊急通報システム（予定）→警備室、IP電話・非常電話→防災センター）

発災対応訓練（初期消火、傷病者の応急救護・搬送、閉じこめ者の救出、非常用照明器具の点灯など）

　
緊
急
通
報
情
報
の
ア
ナ
ウ
ン
ス

　
大
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非
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段
内
・
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避
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所
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発災対応・情報収集の指示、被災状況等・発災対応訓練状況の把握
緊急通報（火災、重症者）（無線機・IP電話・緊急通報システム（予定）→警備室、非常電話→防災センター）

学習型訓練（教室）

講演型訓練（教室 1階アトリウム）（記録用紙）

記録 職員 1名 職員安否確認情報持ち出し準備

発災対応 職員 1名 状況報告、避難・傷病者搬送指示

情報収集 職員 1名 被災状況・非常電話脱落・発災対応訓練の情報収集 状況報告 状況報告

職員・学生 事務室など安全確認、安否確認 避難・傷病者搬送準備 安否確認 訓練会場へ移動

教員 講義室内安全確認 指定避難所で安否確認 各訓練会場へ誘導

学生 避難準備 安否確認 訓練会場へ移動

実
施
・
解
散

各訓練会場へ誘導

各事務室参集
参集状況確認
安否確認
不在時は代行者決定

被災状況、対応状況の記録（記録用紙）、職員安否確認情報

指定避難所へ避難

機械系 GE学部 5階
　化学系→6階
　電気系・情報学部→7階
　建築系→8階

傷病者の搬送
　各フロア→1階・1次ﾄﾘｱｰｼﾞﾎﾟｽﾄ

被災情報 安否情報の整理
（記録用紙）

指定避難所で安否確認支援
（学生名簿）
（情報学部1年生はICカード）（予定）

ナ
ウ
ン
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ム
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難
状
況
把
握
シ
ス
テ

通常講義

発
災
対
応
型
訓
練

新宿校舎
大学・法人事務室階

新宿校舎・講義室階

安全確保
参集準備

発災対応訓練の指示、支援

緊急通報（火災、重症者）（無線機 電話 緊急通報シ テ （予定） 警備室、 電話 非常電話 防災 ンタ ）

緊急対応班の指示のもと指定避難所へ避難誘導
（機械系・GE学部→5階、化学系→6階、電気系・情報学部→7階、建築系→8階）

指定避難所へ避難

発災対応訓練（初期消火、傷病者の応急救護・搬送、閉じこめ者の救出、非常用照明器具の点灯など）

ス上
げ
ア
ナ
ウ
ン
ス

の
安
全
確
認
ア
ナ
ウ
ン
ス

首都直下地震のイメ ジビデオ （左記続き）

講演型訓練（教室、1階アトリウム）

体験型訓練（B1階、1階、4階、ｴｽﾃｯｸ広場、ｴｽﾃｯｸ南側玄関前）・展示（3階）

学生 避難準備 安否確認 訓練会場へ移動

新宿校舎・購買部 緊急対応班 職員 1名 購買部内安全確認、安否確認

新宿校舎・食堂部 緊急対応班 職員 1名 食堂部内安全確認、安否確認

緊急対応班 職員 10名 各担当講義室階へ移動 指定避難所への誘導 各訓練会場へ移動

情報収集班 職員 4名 非常階段内の情報収集・安全確認、非常電話の脱落確認 指定避難所の情報収集、安全確認
非常階段・指定避難所の安全確認情報報告
（→防災センター）

警備室 防災ｾﾝﾀｰ職員 2名
情報収集準備
（無線機・IP電話・緊急通報ｼｽﾃﾑ（予定））

緊急通報情報（火災、重症者）報告
（→防災センター）

解
散

撤
収
作
業

緊
急
時
対
応
マ
ニ

ュ
ア
ル

状況報告
（→大学本部）

緊
急
地
震
速
報

テ
ム

）
指定避難所で安否確認支援
（学生名簿）
（情報学部1年生はICカード）（予定）

状況報告
（→大学本部、無線機）

通
常
照
明
消
灯
後

、
非

通常業務新宿校舎内

指定避難所へ避難

指定避難所へ避難誘導
（機械系・GE学部→5階、化学系→6階、電気系・情報学部→7階、建築系→8階）

緊急通報情報（火災、重症者）の把握（無線機・IP電話・緊急通報システム（予定））

指定避難所へ避難指示、避難誘導
（機械系・GE学部→5階、化学系→6階、電気系・情報学部→7階、建築系→8階）

炊き出し訓練会場へ移動

大学災害対策本部からの要請・指示に基づいた対応

首都直下地震のイメージビデオ
（調整中）

（左記続き）
（調整中）

指定避難所への誘導
（上層階避難者）

炊き出し訓練の支援（建築学生と協働）

各訓練会場の支援

各訓練会場の支援各訓練会場へ移動、状況報告（→大学本部、無線機）

防災センター 防災ｾﾝﾀｰ職員 2名 館内アナウンス 情報収集準備（非常電話）
非常階段・指定避難所の安全確認把握
非常階段等安全情報、緊急通報情報のアナウンス

（ｴｽﾃｯｸ情報ﾋﾞﾙ内防災訓練準備）

本部長 大橋理事長 1名
○本部立ち上げ、情報収集など開始指示
○八王子校舎・災害対策本部および後方支援本部、西口現地本部立ち上げ確認

○学生ボランティア、緊急対応班、情報収集班の
派遣指示（→都庁議会棟）

○学生ボランティア、緊急対応班、情報収集班の派遣指示（→新宿中央公園）
○要援護者・介助者受入指示

統括 三浦学長 1名 防災センターへ移動 本部立ち上げアナウンス 本部へ移動

ル
に
基
づ
い
た
対
応

○本部対応方針の検討 ○本部対応方針に基づいた要請・指示

（ｴｽﾃｯｸ情報ﾋﾞﾙ内避難訓練）

報
・
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ア
ル
タ
イ
ム
地
震
観
測
シ

○非常階段内の避難状況把握、アナウンス
○状況報告（→大学本部、無線機）

非
常
照
明
点
灯

緊急通報情報（火災、重症者）の把握（IP電話・非常電話）、学長によるアナウンス準備

状況確認、全体像把握

統括班 八王子校舎・災害対策本部および後方支援本部、西口現地本部立ち上げ確認

EOCｻﾎﾟｰﾄﾁｰﾑ
広域被災状況の推定、館内被災状況（構造的）の推定
（緊急地震速報、リアルタイム地震観測システムなどの利用）

記録班 総務部 2名 本部対応の記録開始

情報収集班 職員 3名
傷病者対応情報の収集 西口現地本部の情報収集

○学生ボランティア派遣要請受理
（都庁議会棟→西口現地本部→本部）

○学生ボランティア派遣要請受理（新宿中央公園→西口現地本部→大学本部）
○ボ 活動情報 把握（都庁議会棟 情報収集班 本部 情報収集班 無線

本
部
へ
移
動

反
省
会
・
講
評
会

講演型訓練
（1階アトリウム）

体験型訓練（B1階、1階、4
階、ｴｽﾃｯｸ広場、ｴｽﾃｯｸ南
側玄関前）・展示（3階）

解
散

安全確保
参集準備

シ
ス
テ
ム
活
用
訓
練

本部参集
参集状況確認
不在時は代行者決定

首
都
直
下
地
震
発
生

災
害
対
策
本
部
訓
練

通常業務
新宿校舎
2階JobStation前

重要情報の整理、ホワイトボードへの重要情報の書き出し、本部対応ガントチャートシステムによる対応状況の確認

重要情報の整理支援、本部対応へのアドバイス、本部対応ガントチャートシステムによる対応状況の確認

本部対応の記録

○傷病者対応情報の収集、西口現地本部の情報収集（1階・情報収集班→本部・情報収集班）

○館内被災情報・安否情報の収集（情報収集班、警備室、防災センター、リーダー（学科学部系列・事務）→本部・情報収集班）

情報収集班 職員 3名
傷病者対応情報の収集、西口現地本部の情報収集
（1階・情報収集班→本部・情報収集班）

　（都庁議会棟→西口現地本部→本部）
○要援護者・介助者受入情報（警備室→本部・情
報収集班、無線機）

○ボランティア活動情報の把握（都庁議会棟・情報収集班→本部・情報収集班、無線
機）

情報ｼｽﾃﾑ班 情報ｼｽﾃﾑ部 2名
八王子校舎・災害対策本部および後方支援本部との情報共有開始
西口現地本部との情報共有開始　（→WebGIS、IP電話＆FAX、Webカメラ）

○八王子校舎の被災状況の把握

本部長 大澤 1名 本部立ち上げ報告（→新宿・大学本部）

○各訓練会場の情報収集（学内、新宿中央公園：無線機、IP電話）
○傷病者対応状況の把握
○ボランティア活動状況の把握
　（都庁議会棟および中央公園・情報収集班→本部・情報収集班、無線機）
○要援護者等の受入状況の把握

八王子校舎の被災状況の把握
○非常階段内の避難状況把握（リアルタイム避難状況把握システム）
○八王子校舎の被災状況の把握

生
　
震
源
：
東
京
湾
北
部
　
規

八王子校舎・災害対策本部および後方支援本部、西口現地本部との情報共有、情報収集

状況確認 全体像把握本部長 大澤 1名 本部立ち上げ報告（→新宿・大学本部）

統括 相田 1名 八王子校舎の被災状況等の報告（IP電話＆FAX）

情報収集班 都築 1名
八王子市役所からの情報収集
（災害時優先電話）

情報ｼｽﾃﾑ班 小野垣 1名
新宿校舎・災害対策本部、西口現地本部との情報共有開始
（WebGIS、IP電話＆FAX、Webカメラ）

学生ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 2名
八王子地域の被災情報・医療機関情報・交通情報等の入力開始
（W bGIS） 八王子市入手情報の伝達

本部参集
参集状況確認
不在時は代行者決定

本部駆けつけ

八王子校舎の被災状況等の報告（→大学本部、IP電話＆FAX） 八王子校舎の被災状況等の報告（FAX）

八王子市役所からの情報収集
（災害時優先電話）

八王子市入手情報の伝達

規
模
：
Ｍ
7
.
3
　
深
さ
：

後
方
支
援
本
部

災
害
対
策
本
部

通常業務
八王子校舎
2号館庶務部内

安全確保
参集準備 新宿校舎・災害対策本部、西口現地本部との情報共有、情報収集

八王子地域の被災情報・医療機関情報・交通情報等の入力、情報伝達（WebGIS）

状況確認、全体像把握

学生ﾎ ﾗﾝﾃｨｱ 2名
（WebGIS） 八王子市入手情報の伝達

（→西口現地本部、IP電話＆FAX）

大妻女子大学
学生ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

広域帰宅支援ルート・広域交通拠点の被災状況等の入力開始
（WebGIS）

星陵女子短期大学
情報ボランティア

広域帰宅支援ルート・広域交通拠点の被災状況等の入力開始
（WebGIS）

八王子市（調整中） 八王子市入手情報の提供（FAX）

新宿校舎 学生ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 50名 ｱﾄﾘｳﾑ集合
応急救護所への傷病者の誘導、緊急医療班・緊急対応班の指示で歩ける人・歩けない人の振り分け
○歩ける人：緊急医療班の指示で応急処置訓練（三角巾による止血 骨折対処など）

八王子市入手情報の提供（FAX）

本部駆けつけ
八王子市入手情報の伝達
（→西口現地本部、IP電話＆FAX）

3
0
～
5
0
㎞
　
風
速
：
1

部
訓
練

部
訓
練

応急救護所 ｱﾄﾘｳﾑ待機
○ボランティア4名：トリアージタグへのトリアージ記録
○その他ボランティア：消防団と連携した傷病者の担架搬送（ 仮 東京医科大学病院） 応急救護所への緑タグの誘導と緊急医療班による応急処置訓練の支援 高層階からの軽症者および中 重症者（40名）のトリア ジポス

広域帰宅支援ルート・広域交通拠点の被災状況等の集約、情供伝達（WebGIS）

新宿校舎 学生ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 50名 ｱﾄﾘｳﾑ集合

1階アトリウム 傷病者（中・重症者） 35名
B663集合
ムラージュ

各会場へ移動
○15名：北側玄関前
○20名：上層階

傷病者（軽症者） 85名

B663集合
各会場へ移動
○65名：北側玄関前
○20名：上層階

緊急医療班 2名 ｱﾄﾘｳﾑ集合

○歩ける人：緊急医療班の指示で応急処置訓練（三角巾による止血・骨折対処など）
○歩けない人：緊急対応班の指示のもと1階アトリウム内へ搬送、緊急医療班の指示で応急処置訓練（三角巾による止血・骨折対処など）

歩ける人・歩けない人の振り分けの指示、応急処置訓練（三角巾を利用した止血・骨折対処など）の指導

○緑タグ：緊急医療班による応急処置訓練　（※終了後、体験型訓練へ参加）

○黄・赤タグ：仮・東京医科大学病院内の2次トリアージポストへ搬送、救命センター内へ搬送

応急救護所内で応急処置訓練（三角巾を利用した止血・骨折対処など）の指導

ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
・
解
散

1
5
m
/
s
 
 
新
宿
地
域
：

傷
病 応急救護所開設

応急救護所、ｱﾄﾘｳﾑ待機

各会場待機 撤収
会場設営

講演
（講師：東京医科大
学病院八王子医療
センター・医師）

○その他ボランティア：消防団と連携した傷病者の担架搬送（→仮・東京医科大学病院）、応急救護所への緑タグの誘導と緊急医療班による応急処置訓練の支援、高層階からの軽症者および中・重症者（40名）のトリアージポス
トへの誘導

応急救護所にて歩ける人（軽症者）・歩けない人（中・重症者、軽症者）に振り分け
○歩ける人（約30名）→学生ボランティアによる応急処置
○歩けない人（約50名）→学生ボランティアにより1階アトリウム内へ搬送、応急処置

緊急医療班 名 ｱﾄﾘｳ 集合

緊急対応班 2名 ｱﾄﾘｳﾑ集合

情報収集班 2名 ｱﾄﾘｳﾑ集合 傷病者対応状況の報告（→大学本部）

消防指揮隊 （大学待機） 現場指揮終了

救急隊１ （大学待機） 搬送終了

救急隊２ （大学待機） 搬送終了

新宿消防団 （大学待機） 搬送終了

歩け 歩け 振り分け 指 、 急処置訓練（ 角巾を利用 骨折対処 ） 指導

歩ける人・歩けない人の振り分けの指示、歩けない人を1階アトリウム内に搬送指示

訓練119番通報

急救護所 急処置訓練（ 角巾を利用 骨折対処 ） 指導 散
：
震
度
6
弱
・
強

、
八
王
子
地

病
者
対
応
訓
練

応急救護所、ｱﾄﾘｳﾑ待機

応急救護所、ｱﾄﾘｳﾑ待機

急救護所開設

学生ボランティアの統率、消防団と連携した傷病者の担架搬送（→仮・東京医科大学病院）

傷病者対応状況の報告（→大学本部）傷病者情報の収集、状況報告（→大学本部） 状況報告（→消防指揮隊）

傷病者のパニック防止を目的としたアナウンス（拡声器）

傷病者搬送開始（→仮・東京医科大学病院、1階アトリウム内）

　　　　　現場到着、傷病者搬送開始（→仮・東京医科大学病院、1階アトリウム内）

　　　　　現場到着、学生ボランティアと連携した傷病者の担架搬送開始（→仮・東京医科大学病院、1階アトリウム内）

DMATに下命　　　　　　現場統率現場到着

現場到着

東京DMAT
連携隊と
病院出発

トリアージ終了
病院へ移動

東京医科大学病院 （大学待機）

学生ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 25名 B2体育館集合 新宿中央公園へ要援護者・介助者誘導

緊急対応班 2名 B2体育館集合

情報収集班 1名 B2体育館集合

ア
ン
ケ
ー
ト
実

状況報告（→大学本部、無線機）

ボランティアへの活動指示、活動訓練支援

ボランティア受入訓練、活動訓練

地
域
：
震
度
5
弱
・
強

都庁議会棟1階及び
新宿中央公園

現場到着　　　　1次トリアージ開始

仮・東京医科大学病院内の2次トリアージ実施、院内・救命センターへ搬送

講演：首都直下地震で何が起こるか？
（講師：建築系 大学院生 講演時間：15分程度）

移動準備、大学本部から派遣要請まで待機

大学本部から派遣要請
　南側地下道→都庁議会棟1階へ移動

学生ボランティアの誘導
　南側地下道→都庁議会棟1階へ移動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

都庁議会棟1階到着

状況報告（→大学本部、無線機）

都庁職員と連携した要援護者対応
（要援護者の受付、飲料水の提供、トイレへの誘導、災害情報の提供）

状況報告（→大学本部、無線機）

学生ボランティア・要援護者・介助者の
新宿中央公園への誘導

新宿中央公園 学生ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 75名 B2体育館集合

緊急対応班 B2体育館集合

情報収集班 B2体育館集合

新宿中央公園 角筈出張所職員 要援護者・介助者の受入完了 学生ボランティア、要援護者・介助者の受入完了

新宿駅地下広場 要援護者・介助者 50名 ｱｰﾊﾞﾝﾃｯｸﾎｰﾙ集合

誘導者 4名

実
施
・
解
散

ア

ボランティア受入訓練、活動訓練

ボランティアへの活動指示、活動訓練支援

状況報告（→大学本部、無線機）、訓練支援

状況報告（→西口現地本部、防災無線）

（講師：建築系・大学院生、講演時間：15分程度）

移動準備、大学本部から派遣要請まで待機

ア
活
動
訓
練

学生ボランティアの派遣要請
（→西口現地本部、防災無線）

学生ボランティアの受入完了

大学本部から派遣要請
　南側地下道→新宿中央公園へ移動

学生ボランティアの誘導
　南側地下道→新宿中央公園へ移動

新宿中央公園到着

状況報告（→大学本部、無線機）

体験型訓練
要援護者役はアイマスクまたは耳栓を着用（途中で交代）、介助者は筆談用道具などで対応　（地下広場→北側地下道→新宿中央公園）

要援護者・介助者誘導 （地下広場→北側地下道→新宿中央公園）

新宿駅地下広場へ移動、待機

要援護者・介助者誘導誘導者 4名

要援護者・介助者 50名 ｱｰﾊﾞﾝﾃｯｸﾎｰﾙ集合
学生ボランティアの誘導により新宿中央公園へ移動
（アイマスクと耳栓は着用しない）

誘導者 4名 要援護者・介助者の新宿中央公園への誘導

都庁職員 5名 状況報告（→西口現地本部、防災無線）

新宿駅西口ｲﾍﾞﾝﾄｺｰﾅｰ 要援護者・介助者 50名 ｱｰﾊﾞﾝﾃｯｸﾎｰﾙ集合 要援護者支援情報の提供

誘導者 4名

ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
・
解
散

ファーストウェストビル
（FW）東側道路要

援
護
者
体
験
・
対
応
訓
練

体験型訓練

要援護者役はアイマスクまたは耳栓を着用（途中で交代）、介助者は筆談用道具などで対応　（西口ｲﾍﾞﾝﾄｺｰﾅｰ→南側地下道→都庁議会棟1階）
講演型訓練（1階アトリウム）、体験型訓練（B1階、1階、4階、ｴｽﾃｯｸ広場、ｴｽﾃｯｸ南側玄関前）・展示（3階）

西口ｲﾍﾞﾝﾄｺｰﾅｰへ移動、待機

要援護者・介助者誘導

要援護者・介助者誘導　（地下広場→北側地下道→新宿中央公園）

要援護者役はアイマスクまたは耳栓を着用（途中で交代）、介助者は筆談用道具などで対応　（FW東側道路→ふれあい通り北側歩道→都庁議会棟1階）

要援護者・介助者誘導　（FW東側道路→ふれあい通り北側歩道→都庁議会棟1階）

学生ボランティアの派遣要請
（→西口現地本部、防災無線）

要援護者・介助者の受入完了
学生ボランティア、大学本部員の受入

要援護者・介助者誘導　　（西口ｲﾍﾞﾝﾄｺｰﾅｰ→南側地下道→都庁議会棟1階）

要援護者・介助者誘導

FW東側道路へ移動、待機

要援護者・介助者誘導

学生ボランティアと連携した要援護者対応
（要援護者の受付、飲料水の提供、トイレへの誘導、災害情報の提供）

要援護者の受付、飲料水の提供、トイレへの誘導、災害情報の提供

新宿校舎 警備室 1名 出入口管理（外来者対応など）

緊急対応班 3名

情報収集班 1名

新宿校舎1階アトリウム 新宿区役所職員

超高層ビル・SKK

商店街振興組合

練

西
口
現
地

B1階へ移動、待機 要援護者等情報収集、状況報告（→大学本部、西口現地本部）、要援護者支援情報の入手（西口現地本部）

要援護者対応
（要援護者支援情報の提供）

要援護者等受入開始、待機場所へ誘導
工学院大学B1階玄関前待機 出入口管理（外来者対応など）

B1階・AED訓練への誘導、　　1名：AED訓練支援（日赤）、2名：AED（日本光電）・ロープ訓練（新宿区）会場設営、訓練支援

AED（日本光電）・ロープ訓練（新宿区）会場設営 状況報告（→大学本部、無線機）、訓練支援

参集状況の確認 西口現地本部立ち上げ
八王子校舎・後方支援本部との情報共有開始

（→WebGIS、IP電話＆FAX、Webカメラ）

学生ボランティアの派遣要請
（都庁議会棟→西口現地本部）

1階ｱﾄﾘｳﾑ集合 学生ボランティアの派遣要請
（新宿中央公園→西口現地本部、防災無線）

要援護者等受入完了情報
（情報収集班→西口現地本部）

要援護者支援情報の提供
（西口現地本部→情報収集班）

八王子市入手情報
（後方支援本部→西口現地本部、IP電話＆FAX）

要援護者等受入完了情報
（都庁議会棟→西口現地本部）

要援護者等・学生ボランティア受入完了情報
（新宿中央公園→西口現地本部）

八王子市入手情報
（後方支援本部→西口現地本部、IP電話＆FAX）

要援護者等受入要請（→本部・情報収集班、無線機）

B1階へ移動、待機

新宿西口地域の被災情報等収集（各事業者駆けつけ情報、ボランティア活動情報、要援護者受入情報、鉄道・地下鉄運行情報など）、重要情報の整理、ホワイトボードへの重要情報の書き出し

百貨店

緊急対応班 2名

情報収集班 1名
西口現地本部のたちあげ情報
（西口現地本部→大学本部）

私鉄

西口情報提供拠点 角筈出張所職員

地
本
部
・
角
筈
現
地
本
部
訓
練

学生ボランティアの派遣要請
（西口現地本部→大学本部）

私鉄情報の提供（災害時優先電話）

学生ボランティアの派遣要請
（西口現地本部→大学本部）

私鉄情報の提供（災害時優先電話） 私鉄情報の提供（災害時優先電話）

新宿西口地域の被災情報等（各事業者駆けつけ情報、ボランティア活動、情報要援護者受入情報など）の入力（WebGIS）

八王子地域の被災情報・医療機関情報・交通情報等、広域帰宅支援ルート・広域交通拠点の被災状況等の入手（WebGIS）、情報発信

各事業者の駆けつけによる情報入手・情報配信

学生ボランティアと連携した新宿地域の被災状況、帰宅支援情報の提供（WebGIS、IP電話＆FAX：紙、Webカメラ）

東口・現地本部
東口・情報提供拠点

東口事業所など 図上演習訓練、西口現地本部との情報共有（東口被災状況、鉄道運行情報、要援護者受入情報など、3階東口情報提供拠点）


